
　  

　

主盤

中央制御室

警報窓

大飯発電所３号機　格納容器スプレイ作動パーシャル警報発信について
添付図３

発生場所

発生場所
３号機制御建屋
（ＥＬ：約９．７ｍ）

原子炉格納容器

事象の概要

３号機

タービン建屋

原子炉補助建屋制御建屋
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 概要図（格納容器圧力検出）

警報発信

 ４チャンネル中２チャンネル以上
 の動作で格納容器スプレイ作動
 信号が発信する
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指示計

　

　警報設定カードの入
力側の回路が正常にも
かかわらず、格納容器
の圧力異常高（設定値
１９３．５ｋPａ）となった
信号を出力
　

原子炉格納容器
圧力伝送器より
（チャンネルⅠ）

（
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警報設定カード

格納容器スプレイ作動回路へ

信号変換・
電源カード

１次系継電器室

出力（異常）

入力（正常）

警報設定カードの故障により
「格納容器スプレイ作動パーシャル」
警報が発信

他警報設定
カード

1.1～2.1kPa
出力（正常）

入力（正常）

出力（正常）

＜原因＞
　警報設定カードに偶発的な故障が発生したものと推定。
＜対策＞
　警報設定カードを予備品に取替えた。

　警報等発信なし

蒸気

給水加熱器より

タービンへ


